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ム（ Jack Halberstam, 1961- ）が『The Queer Art of Failure』（ 2011 ）の中で論じた「シャドーフ













開させた、マーサ・ウィルソン（Martha Wilson, 1947-）や森村泰昌（1951- ）、カラプ・リンジー（ Kalup 














多 ⾓ 的な視点から ⾒ るために、 ⻄ 欧と東欧との差に焦点を当てたターニャ・オストイッチ（Tanja 
Ostojić,1972-）や、異性愛主義的な結婚制度を疑う森栄喜（1976-）らの先⾏作品を確認し、筆者の芸術
実践との⽐較を⾏う。そして、制作者の経験に依拠した芸術実践の問題点も明らかにする。 







ラインバウ＋マーカス・レディカー（ Peter Linebaugh and Marcus Rediker）『多頭のヒドラ――⽔夫、
奴隷、庶⺠、⾰命期⼤⻄洋の隠された歴史』（1990, 邦訳：栢⽊清吾2011 ）や、ダナ・ハラウェイ（Donna 






































































    
 
《蛇に似る》映像中のパフォーマンス。蛇の婚姻譚に題材をとったことより「似る」という言葉の選択
に注目したい。蛇を象徴とするなどという紋切型の言い方を回避して選んだのは、自らが蛇に似てみる、
というヌメヌメした行為だ。混濁したグレーゾーンに飛び込んでいくこと、始原の曖昧状態に回帰すると
いうことは、現在の人間が求めていることなのかもしれない。雌雄を決したり白黒カタをつけたりしなけ
れば済まないことに倦み果てつつさらなる分断と再-周辺化を産む現況に私たちがあることを、この作品
は思い出させる。 
フェミニズム問題をあらゆる仕方で料理しても肝心の作者の「私」はどこにあるのか、という問いは、
これまで遠藤に投げかけられてきた。しかし今作で遠藤は、現代人が共有する「作者の自己表出」という
期待的態度じたいを裏切ろうとしている。「私」とはそもそも剥ぎ取らなければいけない何者かであるの
か、剥ぎ取ったところに「私」などあるのか。「私」とは常にフィクショナルに生成され（しかも他者と
の協働の中で）誰かの中で編集され続けるものなのではないか、という問いを示したいように見える。 
初見者が展示状況から読み取れる情報が若干少なかったとは言え、これまでの表現をよく踏まえなが
らどこに自身の眼差しを向けるべきなのかを、論文で見事に示した、その結実とも言える作品であり、高
く評価した。 
 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
博士論文『「フェミニスト」から「蛇」へ表象と物語を演じる複合的実践の研究』の冒頭に作者は、「⾃
作を美術史的に位置付けることではなく、社会や⽂化がジェンダーやセクシュアリティといったイメー
ジ（image）をどのように作り上げ、表象（ representation ）を⽣み出しているのかを明るみに出すと
同時に、⾃作をフェミニズム／クィア理論と重なり合った芸術実践の中に位置付けることである。」と作
品制作の論理的考察視点を記している。 
個展《アイ・アム・フェミニスト！》（2015）でのピカソの泣く女に分した作者の演劇的手法を取り入
れた映像パフォーマンス作品。東京都現代美術館で発表した作者の自身の裸体にアンディウォホールの
マリリンモンローをボディペインティングしておこなったパフォーマンス《あなたに生身の人間として
愛されたいの》（2016）。現状の婚姻制度をフェミニスト的な観点から批評的にとらえ作者自身の結婚式を
パフォーマンス作品として婚姻契約書を作成し、結婚式を演じ発表した《アイ・アム・ノット・フェミニ
スト！》（ 2017 ）等、美術史的視点、婚姻制度の切り口から「フェミニズム」と正面から向かいあう一
連の作品を発表する。 
作者の自身のジェンダーやセクシュアリティ等と密接に関係し表現動機そのものが深化し発展してき
ている事が特徴的といえる。言いかえると自己を成立させるアイデンティティの形成・変化そのものと社
会的事象がデリケートに接続し作品と作者の「アイデンティフィケーション（同⼀性）」が起こる制作プ
ロセスとなっている。どの作品にも必ず作者自身が登場し自ら演技し表象される対象としている事にそ
の点が現れている。 
博士展に出展した《蛇に似る０：晒》《蛇に似る３：川》《蛇に似る４：たまご丸》（2020）の映像作品
は、西洋、東洋の時代や場所や⽤途によって表象そのものが書き換えられて使⽤されてきたことを裏付け
るように物語化・作品化している。 
作品審査においでは、「フェミニスト」の脱構築的批評という視座をもった独自の作品・作家性が高く
評価された。論文の審査では、作品の論理的基軸が明快に示されており、実証的に研究されている論文と
して高評価を受けた。総合的にも、各副査の先生の審査評価を鑑みて博士号を授与する作品、論文として
高く評価する。 
